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(57)【要約】
【課題】所定の条件に合致する放送局の物理チャンネル
を優先してプリセットすることを可能とする。
【解決手段】放送波から前記放送波を送信する放送局の
情報である放送局情報を取得して、受信可能な前記放送
波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生
成し、条件の設定を受け付け、前記放送波を受信可能な
前記物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際
に、前記設定された前記条件に合致する前記放送局の前
記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号に割り
当て、前記プリセット番号と前記物理チャンネルとのプ
リセット関係をプリセット記憶部に記憶させ、利用者の
選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プ
リセット番号に割り当てられた前記物理チャンネルの前
記放送波を受信する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送波を受信する受信部と、
　前記放送波から前記放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、受信
可能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生成するチャンネル
スキャン部と、
　条件の設定を受け付ける条件設定部と、
　前記放送波を受信可能な前記物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前
記設定された前記条件に合致する前記放送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセ
ット番号に割り当て、前記プリセット番号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプ
リセット記憶部に記憶させるプリセット割当部と、
　利用者の選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当
てられた前記物理チャンネルの前記放送波を前記受信部に受信させる選局部と
　を備えることを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　前記放送局情報は、リモコンキーＩＤ（identification）および前記放送局を特定可能
な放送局識別情報を含み、
　前記プリセット割当部は、同一の前記リモコンキーＩＤに複数の前記放送局識別情報が
対応しているとき、前記条件に合致する前記放送局識別情報に対応する前記物理チャンネ
ルを優先して前記リモコンキーＩＤと同一の前記プリセット番号に割り当てる
　ことを特徴とする請求項１に記載の放送受信装置。
【請求項３】
　前記条件は、地域、ジャンル、系列局情報の少なくともいずれか一つについてである
　ことを特徴とする請求項１あるいは請求項２に記載の放送受信装置。
【請求項４】
　前記チャンネルスキャン部は、さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状況
を取得し、
　前記プリセット割当部は、同一の前記放送局情報に複数の前記物理チャンネルが対応し
ているとき、前記受信状況が最良の前記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号に
割り当てる
　ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の放送受信装置。
【請求項５】
　前記チャンネルスキャン部は、さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状況
を取得し、
　前記条件は、前記受信状況が最良の前記物理チャンネルを優先する旨である
　ことを特徴とする請求項１あるいは請求項２に記載の放送受信装置。
【請求項６】
　前記プリセット記憶部に記憶された前記プリセット関係が複数あるとき、前記プリセッ
ト関係のうちの一つを前記利用者に選択させるプリセット選択部
　をさらに備え、
　前記選局部は、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記物
理チャンネルの前記放送波を前記受信部に受信させる際、前記選択された前記プリセット
関係を使用する
　ことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の放送受信装置。
【請求項７】
　前記利用者を撮影する撮像部と、
　前記プリセット記憶部に記憶された前記プリセット関係が複数あるとき、前記撮影され
た前記利用者を特定するプリセット選択部と
　をさらに備え、
　前記選局部は、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記物
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理チャンネルの前記放送波を前記受信部に受信させる際、前記特定した前記利用者に紐づ
けられた前記プリセット関係を使用する
　ことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の放送受信装置。
【請求項８】
　受信した放送波から前記放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、
受信可能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生成し、
　条件の設定を受け付け、
　前記放送波を受信可能な前記物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前
記設定された前記条件に合致する前記放送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセ
ット番号に割り当て、前記プリセット番号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプ
リセット記憶部に記憶させ、
　利用者の選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当
てられた前記物理チャンネルの前記放送波を受信する
　ことを特徴とする放送受信方法。
【請求項９】
　さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状況を取得し、
　同一の前記放送局情報に複数の前記物理チャンネルが対応しているとき、前記受信状況
が最良の前記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号に割り当てる
　ことを特徴とする請求項８に記載の放送受信方法。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　放送波を受信する受信機能と、
　前記放送波から前記放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、受信
可能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生成するチャンネル
スキャン機能と、
　条件の設定を受け付ける条件設定機能と、
　前記放送波を受信可能な前記物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前
記設定された前記条件に合致する前記放送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセ
ット番号に割り当て、前記プリセット番号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプ
リセット記憶部に記憶させるプリセット割当機能と、
　利用者の選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当
てられた前記物理チャンネルの前記放送波を前記受信機能に受信させる選局機能と
　を実現させることを特徴とする放送受信プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、チャンネルスキャン機能を持つ、放送受信装置、放送受信方法およびプログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　地上デジタル放送の送信局は、対象地域向けの放送を行う放送局の放送波を放送局ごと
に異なる周波数で送信している。各送信局について、各放送局の放送波を送信する周波数
が定められており、それぞれの周波数に対して、物理チャンネルと呼ばれる番号が割り当
てられている。
【０００３】
　各放送局の放送波は、対象地域内を広くカバーするために、本局だけでなく、複数の中
継局から送信されている。中継局の送信物理チャンネルは、本局と同じ場合もあれば、異
なる場合もある。そのため、複数の送信局の放送波を受信できるエリアでは、同一の放送
局の放送波を複数の物理チャンネルで受信できる場合がある。
【０００４】
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　地上デジタル放送では、各放送局に対してリモコンキーＩＤ（identification）という
番号が割り当てられている。放送受信機では、リモコンキーＩＤが示すリモコンのキーな
どに物理チャンネルをプリセットする。たとえば、「ＮＨＫ総合・東京」のリモコンキー
ＩＤは「１」、東京スカイツリーの「ＮＨＫ総合・東京」の物理チャンネルは「２７ＣＨ
」である。この場合、放送受信機は、リモコンの「１」のキーに２７ＣＨを割り当て、リ
モコンの「１」のキーが押下されたとき、２７ＣＨの放送波を受信する。
【０００５】
　ここで、あるリモコンキーＩＤの放送波を一つの物理チャンネルでのみ受信した場合に
は、当該リモコンキーＩＤと同一の番号のリモコンキーに当該物理チャンネルを割り当て
れば良い。しかし、同一の放送局の放送波を複数の物理チャンネルで受信できた場合には
、いずれかの物理チャンネルを選択してリモコンキーＩＤと同一の番号リモコンキーに割
り当てる必要がある。
【０００６】
　これに対して、特許文献１に記載の方法では、同一地域内で同一のテレビ放送を複数の
物理チャンネルで受信可能な場合には、受信信号レベルが高い物理チャンネルをプリセッ
トする。これにより、放送受信機は同一放送局の放送波の中で受信状況の良い物理チャン
ネルの放送波を受信することが可能になり、利用者の利便性が向上する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－２２４７０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　一方、都道府県境付近などでは、異なる地域を対象とする複数の送信局からの放送波を
受信できる可能性もある。たとえば、静岡と山梨の県境付近で、静岡向けの「ＮＨＫ総合
・静岡」の放送波と山梨向けの「ＮＨＫ総合・甲府」の放送波を受信できる可能性がある
。また、これらの放送局のリモコンキーＩＤはいずれも「１」である。
【０００９】
　特許文献１に記載の方法は、同一のテレビ放送を複数の物理チャンネルで受信可能な場
合に、受信信号レベルが高い物理チャンネルをプリセットする。そのため、同一のリモコ
ンキーＩＤだが異なる放送局の放送波を受信できた場合には、適用することができない。
【００１０】
　ここで、仮に、同一のリモコンキーＩＤだが異なる放送局の放送波を受信できた場合に
、特許文献１に記載の方法と同様に、受信信号レベルが高い放送波の物理チャンネルをリ
モコンキーＩＤどおりのリモコンキーにプリセットしたとする。このようにすると、より
受信状況の良い放送局を優先して受信することが可能になる。
【００１１】
　しかし、この場合、利用者が静岡在住で静岡向けの放送を受信したいのにもかかわらず
、山梨向けの放送を優先して受信してしまう可能性がある。また、リモコンキーの１には
「ＮＨＫ総合・静岡」が割り当てられ、リモコンキーの２には「ＮＨＫＥテレ甲府」が割
り当てられる、というように、リモコンキーによって相違する地域向けの放送波を受信す
る可能性もある。
【００１２】
　このように、利用者によっては、受信信号レベルが高い物理チャンネルが優先されるよ
り、居住地域などの希望地域の物理チャンネルが優先される方が良い場合がある。また、
地域以外の好みに合致する放送局の物理チャンネルを優先したいという希望もある。
【００１３】
　本発明の目的は、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット
することを可能とする、放送受信装置、放送受信方法およびプログラムを提供することに
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ある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述の問題を解決するために、本発明の放送受信装置は、放送波を受信する受信部と、
前記放送波から前記放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、受信可
能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生成するチャンネルス
キャン部と、条件の設定を受け付ける条件設定部と、前記放送波を受信可能な前記物理チ
ャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前記設定された前記条件に合致する前記
放送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号に割り当て、前記プリセット
番号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプリセット記憶部に記憶させるプリセッ
ト割当部と、利用者の選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリセット番
号に割り当てられた前記物理チャンネルの前記放送波を前記受信部に受信させる選局部と
を備えることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の放送受信方法は、受信した放送波から前記放送波を送信する放送局の情
報である放送局情報を取得して、受信可能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情
報との対応関係を生成し、条件の設定を受け付け、前記放送波を受信可能な前記物理チャ
ンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前記設定された前記条件に合致する前記放
送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号に割り当て、前記プリセット番
号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプリセット記憶部に記憶させ、利用者の選
局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記
物理チャンネルの前記放送波を受信することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の放送受信プログラムは、コンピュータに、放送波を受信する受信機能と
、前記放送波から前記放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、受信
可能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生成するチャンネル
スキャン機能と、条件の設定を受け付ける条件設定機能と、前記放送波を受信可能な前記
物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前記設定された前記条件に合致す
る前記放送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号に割り当て、前記プリ
セット番号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプリセット記憶部に記憶させるプ
リセット割当機能と、利用者の選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリ
セット番号に割り当てられた前記物理チャンネルの前記放送波を前記受信機能に受信させ
る選局機能とを実現させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の放送受信装置、放送受信方法およびプログラムにより、所定の条件に合致する
放送局の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第一および第二の実施形態の放送受信装置の構成例を示す図である。
【図２】本発明の第一の実施形態の放送受信装置の動作例を示す図である。
【図３】本発明の第二の実施形態の放送受信装置の動作例を示す図である。
【図４】本発明の第二の実施形態の放送受信装置の動作例を示す図である。
【図５】本発明の第二の実施形態の受信可能物理チャンネルの例を示す図である。
【図６】本発明の第二の実施形態のプリセット関係の例を示す図である。
【図７】本発明の第三の実施形態の放送受信装置の動作例を示す図である。
【図８】本発明の第四の実施形態の放送受信装置の動作例を示す図である。
【図９】本発明の第五の実施形態の放送受信装置の構成例を示す図である。
【図１０】本発明の第五の実施形態の放送受信装置の表示例を示す図である。
【図１１】本発明の第五の実施形態の放送受信装置の動作例を示す図である。
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【図１２】本発明の第六の実施形態の放送受信装置の構成例を示す図である。
【図１３】本発明の第六の実施形態の放送受信装置の動作例を示す図である。
【図１４】本発明の各実施形態のハードウェア構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　［第一の実施形態］
　本発明の第一の実施の形態について説明する。
【００２０】
　図１に本実施形態の放送受信装置１０の構成例を示す。本実施形態の放送受信装置１０
は、受信部１１、チャンネルスキャン部１２、条件設定部１３、プリセット割当部１４、
プリセット記憶部１５および選局部１６により構成される。
【００２１】
　受信部１１は、放送波を受信する部分である。チャンネルスキャン部１２は、放送波か
ら放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、受信可能な放送波の物理
チャンネルと放送局情報との対応関係を生成する部分である。条件設定部１３は、条件の
設定を受け付ける部分である。
【００２２】
　プリセット割当部１４は、放送波を受信可能な物理チャンネルを各プリセット番号に割
り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット
番号に割り当てる部分である。また、プリセット番号と物理チャンネルとのプリセット関
係をプリセット記憶部１５に記憶させる。
【００２３】
　選局部１６は、利用者の選局操作を受け付け、選局操作で選択されたプリセット番号に
割り当てられた物理チャンネルの放送波を受信部１１に受信させる部分である。
【００２４】
　このように放送受信装置１０を構成することによって、放送受信装置１０は、設定され
た条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。その
ため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可
能になる。
【００２５】
　次に、図２に本実施形態の放送受信装置１０の動作の例を示す。
【００２６】
　まず、チャンネルスキャン部１２は、放送波から放送波を送信する放送局の情報である
放送局情報を取得して、受信可能な放送波の物理チャンネルと放送局情報との対応関係を
生成する（ステップＳ１０１）。
【００２７】
　次に、プリセット割当部１４は、放送波を受信可能な物理チャンネルを各プリセット番
号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリ
セット番号に割り当てる。そして、プリセット番号と物理チャンネルとのプリセット関係
をプリセット記憶部１５に記憶させる（ステップＳ１０２）。
【００２８】
　選局部１６は、利用者の選局操作を受け付け、選局操作で選択されたプリセット番号に
割り当てられた物理チャンネルの放送波を受信部１１に受信させる（ステップＳ１０３）
。
【００２９】
　このように放送受信装置１０を動作させることによって、放送受信装置１０は、設定さ
れた条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そ
のため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセットすることが
可能になる。
【００３０】
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　以上で説明したように、本発明の第一の実施形態では、放送受信装置は、放送波を受信
可能な物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する
放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件
に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【００３１】
　［第二の実施形態］
　次に、本発明の第二の実施の形態について説明する。本実施形態では、第一の実施形態
の放送受信装置についてより具体的に説明する。
【００３２】
　まず、図１を用いて、本実施形態の放送受信装置１０の構成例について説明する。
【００３３】
　放送受信装置１０は、放送波を受信して、利用者に受信した放送波に含まれるコンテン
ツ（映像、音声、データ放送等）を提示する機能を持つ装置である。たとえば、テレビ、
レコーダー、セットトップボックス、ラジオなどが放送受信装置１０に該当する。以降、
本実施形態では、放送受信装置１０は地上デジタル放送を受信する装置であるものとして
説明する。
【００３４】
　受信部１１は、地上デジタル放送などの放送波を受信する部分である。受信部１１では
、チャンネルスキャン部１２や選局部１６から指定された物理チャンネルの放送波を受信
する。
【００３５】
　チャンネルスキャン部１２は、放送波から放送波を送信する放送局の情報である放送局
情報を取得して、受信可能な放送波の物理チャンネルと放送局情報との対応関係を生成す
る部分である。本実施形態では、放送局情報として、リモコンキーＩＤと放送局を特定可
能な放送局識別情報を取得するものとする。放送局識別情報には、たとえば、放送波に含
まれるネットワークＩＤやＴＳ（Transport Stream）名などを使用可能である。
【００３６】
　条件設定部１３は、条件の設定を受け付ける部分である。たとえば、利用者に放送受信
装置１０を操作させることによって条件の設定を受け付ける。条件には、利用者がプリセ
ット番号に優先して割り当てたい放送局の条件を設定することが可能である。たとえば、
地域、特定のジャンルの放送を行う放送局があればそのジャンル、あるいは、系列局情報
等を設定することが可能である。本実施形態では、以降、利用者が希望する地域を条件と
して設定する場合の例について説明する。
【００３７】
　プリセット割当部１４は、放送波を受信可能な物理チャンネルを各プリセット番号に割
り当てる際に、設定された条件（地域）に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプ
リセット番号に割り当てる部分である。また、プリセット番号と物理チャンネルとのプリ
セット関係をプリセット記憶部１５に記憶させる。
【００３８】
　プリセット記憶部１５は、プリセット番号と物理チャンネルとの対応関係であるプリセ
ット関係を記憶する部分である。
【００３９】
　選局部１６は、利用者の選局操作を受け付け、プリセット記憶部１５のプリセット関係
を参照し、選局操作で選択されたプリセット番号に割り当てられた物理チャンネルの放送
波を受信部１１に受信させる部分である。
【００４０】
　そして、このとき、受信部１１は図示していないデータ処理部へ受信データを出力し、
データ処理部では受信データ中の映像、音声、データ放送などを利用者へ提示する。ある
いは、受信データを記憶媒体に記憶させる。データ処理部については、一般的なテレビ等
の動作と同様のため、これ以上の説明を省略する。
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【００４１】
　このように放送受信装置１０を構成することによって、放送波を受信可能な物理チャン
ネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チャ
ンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局
の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【００４２】
　次に、図３および図４を用いて、放送受信装置１０の動作の例について説明する。図３
は、チャンネルスキャン部１２の動作例、図４はプリセット割当部１４の動作例である。
【００４３】
　まず、あらかじめ、条件設定部１３は、利用者から希望地域の設定を受け付けておく。
そして、チャンネルスキャン部１２は図３のチャンネルスキャン動作を行う。
【００４４】
　チャンネルスキャン部１２は、まず、所定の物理チャンネル（たとえば地上デジタル放
送の全物理チャンネル）の放送波を順次受信部１１に受信させ、放送波を受信できた場合
には、受信した放送波から放送局情報を取得する（ステップＳ２０１）。所定の物理チャ
ンネルの受信確認が完了していなければ（ステップＳ２０２）、物理チャンネルを変更し
て（ステップＳ２０３）ステップＳ２０１の動作に戻る。受信確認が完了すると、図４の
プリセット番号の割り当てに移行する。
【００４５】
　図５に、チャンネルスキャン動作で取得した情報の例を示す。この例では、たとえば、
地上デジタル放送の全物理チャンネルを受信確認し、図５に示す物理チャンネルを受信で
きたものとする。そして、各物理チャンネルの放送波から、図５のリモコンキーＩＤと放
送局識別情報を取得したものとする。
【００４６】
　プリセット割当部１４では、リモコンのキー番号などのプリセット番号に、チャンネル
スキャン動作で放送波を受信できた物理チャンネルを割り当てる。
【００４７】
　プリセット割当部１４では、たとえば、リモコンキーＩＤ＝１の物理チャンネルからプ
リセット番号への割り当てを行う（ステップＳ３０１）。
【００４８】
　まず、チャンネルスキャン動作で、割り当て対象のリモコンキーＩＤの放送波を受信で
きた物理チャンネルが複数あるか確認する（ステップＳ３０２）。そして複数の物理チャ
ンネルがある場合には、その中に設定地域の放送局の物理チャンネルがあるかどうか確認
する（ステップＳ３０３）。
【００４９】
　設定地域の放送局の物理チャンネルかどうかは、たとえば、チャンネルスキャン動作で
ネットワークＩＤを取得したときには、ネットワークＩＤの中に地域識別情報が含まれて
いるため、これを利用することで判定することが可能である。放送局識別情報に地域情報
が含まれていない場合には、放送局識別情報と地域との対応関係をあらかじめ放送受信装
置１０に記憶させておくことで、どの地域の放送局なのかを判定することが可能である。
【００５０】
　そして、設定地域の放送局の物理チャンネルがあった場合には、設定地域の放送局の物
理チャンネルをリモコンキーＩＤと同一のプリセット番号に割り当てる（ステップＳ３０
４）。
【００５１】
　設定地域の放送局の物理チャンネルがなかった場合には、いずれかの放送局の物理チャ
ンネルをリモコンキーＩＤと同一のプリセット番号に割り当てる（ステップＳ３０５）。
本実施形態では、この場合の割り当てる物理チャンネルの選択方法については、任意の方
法を利用可能である。たとえば、利用者に指定させる方法、受信状況が最良の物理チャン
ネルを割り当てる方法などが考えられる。
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【００５２】
　ステップＳ３０２で、割り当て対象のリモコンキーＩＤの放送波を受信できた物理チャ
ンネルが複数なかった場合は、割り当て可能な物理チャンネルのいずれかをリモコンキー
ＩＤと同一のプリセット番号に割り当てる（ステップＳ３０５）。すなわち、割り当て対
象のリモコンキーＩＤの放送波を受信できた物理チャンネルがない場合には、割り当て可
能な物理チャンネルがないため、割り当てを行わない。また、割り当て対象のリモコンキ
ーＩＤの放送波を受信できた物理チャンネルが一つの場合には、その物理チャンネルをリ
モコンキーＩＤと同一のプリセット番号に割り当てる。
【００５３】
　そして、ステップＳ３０４あるいはステップＳ３０５の後、リモコンキーＩＤ＝１２ま
で割り当てが終わっていない場合には（ステップＳ３０６でＮＯ）、割り当て対象のリモ
コンキーＩＤに１を加算して（ステップＳ３０７）、ステップＳ３０２に戻る。
【００５４】
　リモコンキーＩＤ＝１２まで割り当てが終わると（ステップＳ３０６でＹＥＳ）、チャ
ンネルスキャンで受信可能だった物理チャンネルのうち、プリセット番号に割り当てられ
ていない物理チャンネルがあれば、１３以降のプリセット番号に割り当てる（ステップＳ
３０８）。なお、このときの割り当て方法には、任意の方法を利用可能である。たとえば
、物理チャンネルの小さい順に割り当てる、受信状況の良い順に割り当てる、利用者に選
択させる、等が考えられる。
【００５５】
　図６にこのようにして生成したプリセット関係の例を示す。図５では、リモコンキーＩ
Ｄ＝２の物理チャンネル１４および２４が受信できていた。そのため、一方の物理チャン
ネルをプリセット番号２に、もう一方をプリセット番号１３に割り当てている。いずれか
の物理チャンネルが設定地域の放送局の物理チャンネルであった場合には、その物理チャ
ンネルをプリセット番号２に割り当てる。その他の場合の割り当て方法については、上述
のとおり任意である。
【００５６】
　そして、プリセット割当部１４は、このようにして生成したプリセット関係を、プリセ
ット記憶部１５に記憶させる。また、選局部１６は、利用者の選局操作を受け付け、プリ
セット記憶部１５のプリセット関係を参照し、選局操作で選択されたプリセット番号に割
り当てられた物理チャンネルの放送波を受信部１１に受信させる。
【００５７】
　このように放送受信装置１０を動作させることによって、放送波を受信可能な物理チャ
ンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チ
ャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送
局の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【００５８】
　以上で説明したように、本発明の第二の実施形態では、第一の実施形態と同様に、設定
された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。
そのため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセットすること
が可能になる。
【００５９】
　［第三の実施形態］
　次に、本発明の第三の実施の形態について説明する。
【００６０】
　本実施形態では、チャンネルスキャン動作において、同一放送局の物理チャンネルを複
数受信できた場合の例について説明する。
【００６１】
　第二の実施形態では、設定条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してリモコン
キーＩＤどおりのプリセット番号に割り当てた。しかし、設定地域の同一の放送局の物理
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チャンネルを複数受信できる場合もある。本実施形態では、このような場合に、受信状況
の良い物理チャンネルを優先してリモコンキーＩＤどおりのプリセット番号に割り当てる
。
【００６２】
　本実施形態の放送受信装置１０の構成例は図１と同様である。本実施形態では、プリセ
ット割当部１４がプリセット関係を生成する際に、設定地域の放送局の物理チャンネルを
優先してプリセット番号に割り当てる。そして、本実施形態では、さらに、同一の放送局
の放送波を異なる複数の物理チャンネルで受信できた場合に、受信状況が最良の物理チャ
ンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。
【００６３】
　なお、受信状況の判断指標としては、ＲＳＳＩ（Received Signal Strength Indicator
）、ＢＥＲ（Bit Error Rate）、ＣＮ比（Carrier to Noise ratio）等や、これらを組み
合わせた指標を利用することが可能である。
【００６４】
　このように放送受信装置１０を構成することによって、放送波を受信可能な物理チャン
ネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チャ
ンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局
の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【００６５】
　また、本実施形態では、さらに、同一の放送局の放送波を異なる複数の物理チャンネル
で受信できた場合に、受信状況が最良の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り
当てる。そのため、利用者の利便性を向上することが可能になる。
【００６６】
　次に、図７を用いて本実施形態の放送受信装置１０の動作例について説明する。図７の
各ステップは、図４のステップＳ３０４の代わりに行うものである。
【００６７】
　プリセット割当部１４は、チャンネルスキャン部１２のチャンネルスキャンで放送波を
受信できた物理チャンネルの中に、割り当て対象のリモコンキーＩＤの物理チャンネルが
複数あるか、また、設定地域の放送局の物理チャンネルがあるか確認する。そして、割り
当て対象のリモコンキーＩＤの物理チャンネルが複数あり、かつ、設定地域の放送局の物
理チャンネルがあるとき（ステップＳ３０３でＹＥＳ）、さらに、設定地域の放送局の物
理チャンネルが複数あるかどうか確認する（ステップＳ４０１）。設定地域の放送局の物
理チャンネルが複数あるとき、その中で受信状況が最良の物理チャンネルをリモコンキー
ＩＤと同一のプリセット番号に割り当てる（ステップＳ４０２）。設定地域の放送局の物
理チャンネルが一つのときは、その物理チャンネルをリモコンキーＩＤと同一のプリセッ
ト番号に割り当てる（ステップＳ４０３）。
【００６８】
　このように放送受信装置１０を動作させることによって、放送波を受信可能な物理チャ
ンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チ
ャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送
局の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【００６９】
　以上で説明したように、本発明の第三の実施形態では、第一および第二の実施形態と同
様に、設定された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割
り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセッ
トすることが可能になる。
【００７０】
　また、本実施形態では、さらに、同一の放送局の放送波を異なる複数の物理チャンネル
で受信できた場合に、受信状況が最良の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り
当てる。そのため、利用者の利便性を向上することが可能になる。
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【００７１】
　［第四の実施形態］
　次に、本発明の第四の実施の形態について説明する。
【００７２】
　第二の実施形態では、設定条件（地域）に合致する放送局の物理チャンネルを優先して
プリセット番号に割り当てた。しかし、利用者によっては、どの地域向けの放送でも良い
から、受信状況が良い放送を受信したい場合もある。
【００７３】
　本実施形態では、地域あるいは受信状況のいずれを優先するかを選択できるようにする
方法の例について説明する。
【００７４】
　本実施形態の放送受信装置１０の構成例は図１と同様である。
【００７５】
　本実施形態では、条件設定部１３において、地域の設定を受け付ける前に、地域あるい
は受信状況のどちらを優先するかの設定を受け付ける。そして、地域を優先する場合には
、地域の設定を受け付ける。
【００７６】
　このように放送受信装置１０を構成することによって、利用者が地域優先を設定した場
合には、設定された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に
割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセ
ットすることが可能になる。
【００７７】
　また、本実施形態では、地域あるいは受信状況のどちらを優先するか利用者に設定させ
るため、より利用者の好みに合わせてプリセット番号に物理チャンネルを割り当てること
が可能になる。
【００７８】
　次に、図８を用いて本実施形態の放送受信装置１０の動作例について説明する。
【００７９】
　本実施形態では、たとえば、チャンネルスキャン部１２がチャンネルスキャンを開始す
る前に、条件設定部１３は、まず、図８の上図のように、チャンネルスキャンの方法を利
用者に選択させる。たとえば、「おまかせ設定」と「詳しい設定を行う」を選択させる。
【００８０】
　おまかせ設定が選択されたときには、あらかじめ設定しておいた方法でプリセット番号
に物理チャンネルを割り当てる。たとえば、受信状況の良いチャンネルを優先する、ＧＰ
Ｓ等で取得した放送受信装置１０が存在する地域や他の機能で設定された地域の放送局の
物理チャンネルを優先する、等によって割り当てを行う。
【００８１】
　「詳しい設定を行う」が選択された場合には、図８の下図のように、地域を優先するか
、受信状況を優先するかを選択させる。たとえば、「お住まいの地域の放送局の周波数を
優先」と「電波の強い周波数を優先」を選択させる。
【００８２】
　地域の優先が設定された場合には、その後、地域の設定を受け付け、プリセット割当部
１４にて設定地域の放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。受
信状況の優先が設定された場合には、プリセット割当部１４は、地域によらず、受信状況
が最良の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。
【００８３】
　このように放送受信装置１０を動作させることによって、利用者が地域優先を設定した
場合には、設定された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号
に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリ
セットすることが可能になる。
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【００８４】
　以上で説明したように、本発明の第四の実施形態では、利用者が地域優先を設定した場
合には、設定された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に
割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセ
ットすることが可能になる。
【００８５】
　また、本実施形態では、地域あるいは受信状況のどちらを優先するか利用者に設定させ
るため、より利用者の好みに合わせてプリセット番号に物理チャンネルを割り当てること
が可能になる。
【００８６】
　［第五の実施形態］
　次に、本発明の第五の実施の形態について説明する。本実施形態は、複数のプリセット
関係をプリセット記憶部に記憶させておき、視聴時には好みのプリセット関係を利用して
選局を行う形態である。
【００８７】
　本実施形態では、家族間でプリセットの好み（地域優先／受信状況優先）が異なる場合
、または、同一利用者でも場合によって異なるプリセット関係を使用したい場合に配慮し
、プリセット関係をプリセット記憶部に複数記憶可能とする。
【００８８】
　図９に本実施形態の放送受信装置２０の構成例を示す。放送受信装置２０では、放送受
信装置１０の構成例（図１）に対してプリセット選択部２７を追加している。
【００８９】
　プリセット記憶部１５では、複数のプリセット関係を記憶する。プリセット割当部１４
が生成したプリセット関係をプリセット記憶部１５に記憶させる際に、他のプリセット関
係と区別可能な名称を付けてプリセット記憶部１５に記憶させる。プリセット記憶部１５
に記憶させる際、あるいは、記憶させた後に、利用者が名称を設定できるようにしても良
い。
【００９０】
　プリセット選択部２７は、プリセット記憶部１５に記憶されたプリセット関係の中から
一つを選択する部分である。選局部１６は、プリセット選択部２７で選択されたプリセッ
ト関係を使用して選局を行う。
【００９１】
　プリセット選択部２７では、たとえば、利用者に好みのプリセット関係を選択させて選
択情報を選局部１６に通知し、選局部１６は選択されたプリセット関係をプリセット記憶
部１５から読み出して使用する。
【００９２】
　図１０に、利用者にプリセット関係を選択させる場合の表示の例を示す。このように、
プリセット関係の名称を表示し、いずれかを選択させる。
【００９３】
　このように放送受信装置２０を構成することによって、放送波を受信可能な物理チャン
ネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チャ
ンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局
の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【００９４】
　また、本実施形態では、複数のプリセット関係をプリセット記憶部に記憶させるため、
利用者によって、あるいは、利用者の好みによって選局に使用するプリセット関係を変え
ることが可能になる。
【００９５】
　次に、図１１を用いて、本実施形態の放送受信装置２０の動作の例について説明する。
【００９６】
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　利用者が放送受信装置２０の電源をオンしたときやプリセット関係生成終了時などに、
プリセット選択部２７は、プリセット記憶部１５に記憶されたプリセット関係の数を確認
する（ステップＳ５０１）。プリセット関係が記憶されていないときは、チャンネルスキ
ャンを開始する（図３）。
【００９７】
　プリセット関係の数が２以上のときは、プリセット関係の名称を表示して、どのプリセ
ット関係を使用するか利用者に選択させる（ステップＳ５０２）。そして、利用者が選択
したプリセット関係を選局部１６に通知する（ステップＳ５０３）。プリセット関係の数
が１のときは、そのプリセット関係を使用する旨選局部１６に通知する。
【００９８】
　選局部１６では、プリセット選択部２７から通知されたプリセット関係を使用して、選
局動作（図２のステップＳ１０３）を行う。
【００９９】
　このように放送受信装置２０を動作させることによって、放送波を受信可能な物理チャ
ンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チ
ャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送
局の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【０１００】
　以上で説明したように、本発明の第五の実施形態では、第一から第四の実施形態と同様
に、設定された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り
当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット
することが可能になる。
【０１０１】
　また、本実施形態では、複数のプリセット関係をプリセット記憶部に記憶させるため、
利用者によって、あるいは、利用者の好みによって選局に使用するプリセット関係を変え
ることが可能になる。
【０１０２】
　［第六の実施形態］
　次に、本発明の第六の実施の形態について説明する。
【０１０３】
　近年の放送受信装置には、カメラを内蔵した機種や、市販のＷｅｂカメラを接続可能な
機種が存在する。本実施形態は、第五の実施形態のプリセット関係の選択に、利用者の顔
画像情報を利用する形態である。
【０１０４】
　図１２に本実施形態の放送受信装置３０の構成例を示す。放送受信装置２０の構成例（
図９）に対して、撮像部３８を追加している。
【０１０５】
　撮像部３８は、利用者の顔を静止画あるいは動画で撮影する部分である。放送受信装置
３０内に撮像部３８を設けても、放送受信装置３０に外付けで撮像部３８を接続しても良
い。
【０１０６】
　プリセット選択部２７では、撮像部３８で撮影した顔画像あるいは顔映像により、利用
者を識別する。なお、プリセット記憶部１５にはあらかじめ利用者の顔を識別するための
情報が記憶されているものとする。そして、特定した利用者に紐づけられたプリセット関
係を選局部１６へ通知する。
【０１０７】
　このように放送受信装置３０を構成することによって、放送波を受信可能な物理チャン
ネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チャ
ンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局
の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
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【０１０８】
　また、本実施形態では、利用者を撮影して特定した利用者に紐づけられたプリセット関
係を自動で選択して選局動作を行う。そのため、利用者ごとのプリセット関係をプリセッ
ト記憶部に記憶させる場合に、利用者の利便性を向上することが可能になる。
【０１０９】
　次に、図１３を用いて、本実施形態の放送受信装置３０の動作の例について説明する。
【０１１０】
　利用者が放送受信装置２０の電源をオンしたときやプリセット関係生成終了時などに、
プリセット選択部２７は、プリセット記憶部１５に記憶されたプリセット関係の数を確認
する（ステップＳ６０１）。プリセット関係が記憶されていないときは、チャンネルスキ
ャンを開始する（図３）。
【０１１１】
　プリセット関係の数が２以上のときは、撮像部３８に利用者の顔画像を撮影させ、撮影
された顔画像から利用者を特定する（ステップＳ６０２）。そして、特定した利用者に紐
づけられたプリセット関係を選局部１６に通知する（ステップＳ６０３）。プリセット関
係の数が１のときは、そのプリセット関係を使用する旨選局部１６に通知する。
【０１１２】
　選局部１６では、プリセット選択部２７から通知されたプリセット関係を使用して、選
局動作（図２のステップＳ１０３）を行う。
【０１１３】
　このように放送受信装置３０を動作させることによって、放送波を受信可能な物理チャ
ンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、設定された条件に合致する放送局の物理チ
ャンネルを優先してプリセット番号に割り当てる。そのため、所定の条件に合致する放送
局の物理チャンネルを優先してプリセットすることが可能になる。
【０１１４】
　以上で説明したように、本発明の第六の実施形態では、第一から第五の実施形態と同様
に、設定された条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット番号に割り
当てる。そのため、所定の条件に合致する放送局の物理チャンネルを優先してプリセット
することが可能になる。
【０１１５】
　また、本実施形態では、利用者を撮影して特定した利用者に紐づけられたプリセット関
係を自動で選択して選局動作を行う。そのため、利用者ごとのプリセット関係をプリセッ
ト記憶部に記憶させる場合に、利用者の利便性を向上することが可能になる。
【０１１６】
　［ハードウェア構成例］
　上述した本発明の各実施形態における放送受信装置（１０、２０、３０）を、一つの情
報処理装置（コンピュータ）を用いて実現するハードウェア資源の構成例について説明す
る。なお、放送受信装置は、物理的または機能的に少なくとも二つの情報処理装置を用い
て実現してもよい。また、放送受信装置は、専用の装置として実現してもよい。また、放
送受信装置の一部の機能のみを情報処理装置を用いて実現しても良い。
【０１１７】
　図１４は、本発明の各実施形態の放送受信装置を実現可能な情報処理装置のハードウェ
ア構成例を概略的に示す図である。情報処理装置５０は、通信インタフェース５１、入出
力インタフェース５２、演算装置５３、記憶装置５４および不揮発性記憶装置５５および
ドライブ装置５６を備える。
【０１１８】
　通信インタフェース５１は、各実施形態の放送受信装置が、有線あるいは／および無線
で外部装置と通信するための通信手段である。なお、放送受信装置を、少なくとも二つの
情報処理装置を用いて実現する場合、それらの装置の間を通信インタフェース５１経由で
相互に通信可能なように接続しても良い。
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【０１１９】
　入出力インタフェース５２は、入力デバイスの一例であるキーボードや、出力デバイス
としてのディスプレイ等のマンマシンインタフェースである。
【０１２０】
　演算装置５３は、汎用のＣＰＵ（Central Processing Unit）やマイクロプロセッサ等
の演算処理装置である。演算装置５３は、たとえば、不揮発性記憶装置５５に記憶された
各種プログラムを記憶装置５４に読み出し、読み出したプログラムに従って処理を実行す
ることが可能である。
【０１２１】
　記憶装置５４は、演算装置５３から参照可能な、ＲＡＭ（Random Access Memory）等の
メモリ装置であり、プログラムや各種データ等を記憶する。記憶装置５４は、揮発性のメ
モリ装置であっても不揮発性のメモリ装置であっても良い。
【０１２２】
　不揮発性記憶装置５５は、たとえば、ＲＯＭ（Read Only Memory）、フラッシュメモリ
、等の、不揮発性の記憶装置であり、各種プログラムやデータ等を記録することが可能で
ある。
【０１２３】
　ドライブ装置５６は、たとえば、後述する記録媒体５７に対するデータの読み込みや書
き込みを処理する装置である。
【０１２４】
　記録媒体５７は、たとえば、光ディスク、光磁気ディスク、半導体フラッシュメモリ等
、データを記録可能な任意の記録媒体である。
【０１２５】
　本発明の各実施形態は、たとえば、図１４に例示した情報処理装置５０により放送受信
装置を構成し、この放送受信装置に対して、上記各実施形態において説明した機能を実現
可能なプログラムを供給することにより実現してもよい。
【０１２６】
　この場合、放送受信装置に対して供給したプログラムを、演算装置５３が実行すること
によって、実施形態を実現することが可能である。また、放送受信装置のすべてではなく
、一部の機能を情報処理装置５０で構成することも可能である。
【０１２７】
　さらに、上記プログラムを記録媒体５７に記録しておき、放送受信装置の出荷段階、あ
るいは運用段階等において、適宜上記プログラムが不揮発性記憶装置５５に格納されるよ
う構成してもよい。なお、この場合、上記プログラムの供給方法は、出荷前の製造段階、
あるいは運用段階等において、適当な治具を利用して放送受信装置内にインストールする
方法を採用してもよい。また、上記プログラムの供給方法は、インターネット等の通信回
線を介して外部からダウンロードする方法等の一般的な手順を採用してもよい。
【０１２８】
　なお、上述する各実施の形態は、本発明の好適な実施の形態であり、本発明の要旨を逸
脱しない範囲内において種々変更実施が可能である。
【０１２９】
　上記の実施形態の一部または全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には
限られない。
【０１３０】
　　（付記１）
　放送波を受信する受信部と、
　前記放送波から前記放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、受信
可能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生成するチャンネル
スキャン部と、
　条件の設定を受け付ける条件設定部と、
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　前記放送波を受信可能な前記物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前
記設定された前記条件に合致する前記放送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセ
ット番号に割り当て、前記プリセット番号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプ
リセット記憶部に記憶させるプリセット割当部と、
　利用者の選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当
てられた前記物理チャンネルの前記放送波を前記受信部に受信させる選局部と
　を備えることを特徴とする放送受信装置。
【０１３１】
　　（付記２）
　前記放送局情報は、リモコンキーＩＤ（identification）および前記放送局を特定可能
な放送局識別情報を含み、
　前記プリセット割当部は、同一の前記リモコンキーＩＤに複数の前記放送局識別情報が
対応しているとき、前記条件に合致する前記放送局識別情報に対応する前記物理チャンネ
ルを優先して前記リモコンキーＩＤと同一の前記プリセット番号に割り当てる
　ことを特徴とする付記１に記載の放送受信装置。
【０１３２】
　　（付記３）
　前記条件は、地域、ジャンル、系列局情報の少なくともいずれか一つについてである
　ことを特徴とする付記１あるいは付記２に記載の放送受信装置。
【０１３３】
　　（付記４）
　前記チャンネルスキャン部は、さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状況
を取得し、
　前記プリセット割当部は、同一の前記放送局情報に複数の前記物理チャンネルが対応し
ているとき、前記受信状況が最良の前記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号に
割り当てる
　ことを特徴とする付記１から付記３のいずれかに記載の放送受信装置。
【０１３４】
　　（付記５）
　前記チャンネルスキャン部は、さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状況
を取得し、
　前記条件は、前記受信状況が最良の前記物理チャンネルを優先する旨である
　ことを特徴とする付記１あるいは付記２に記載の放送受信装置。
【０１３５】
　　（付記６）
　前記プリセット記憶部に記憶された前記プリセット関係が複数あるとき、前記プリセッ
ト関係のうちの一つを前記利用者に選択させるプリセット選択部
　をさらに備え、
　前記選局部は、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記物
理チャンネルの前記放送波を前記受信部に受信させる際、前記選択された前記プリセット
関係を使用する
　ことを特徴とする付記１から付記５のいずれかに記載の放送受信装置。
【０１３６】
　　（付記７）
　前記利用者を撮影する撮像部と、
　前記プリセット記憶部に記憶された前記プリセット関係が複数あるとき、前記撮影され
た前記利用者を特定するプリセット選択部と
　をさらに備え、
　前記選局部は、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記物
理チャンネルの前記放送波を前記受信部に受信させる際、前記特定した前記利用者に紐づ
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けられた前記プリセット関係を使用する
　ことを特徴とする付記１から付記５のいずれかに記載の放送受信装置。
【０１３７】
　　（付記８）
　受信した放送波から前記放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、
受信可能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生成し、
　条件の設定を受け付け、
　前記放送波を受信可能な前記物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前
記設定された前記条件に合致する前記放送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセ
ット番号に割り当て、前記プリセット番号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプ
リセット記憶部に記憶させ、
　利用者の選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当
てられた前記物理チャンネルの前記放送波を受信する
　ことを特徴とする放送受信方法。
【０１３８】
　　（付記９）
　前記放送局情報は、リモコンキーＩＤ（identification）および前記放送局を特定可能
な放送局識別情報を含み、
　前記放送受信方法は、同一の前記リモコンキーＩＤに複数の前記放送局識別情報が対応
しているとき、前記条件に合致する前記放送局識別情報に対応する前記物理チャンネルを
優先して前記リモコンキーＩＤと同一の前記プリセット番号に割り当てる
　ことを特徴とする付記８に記載の放送受信方法。
【０１３９】
　　（付記１０）
　前記条件は、地域、ジャンル、系列局情報の少なくともいずれか一つについてである
　ことを特徴とする付記８あるいは付記９に記載の放送受信方法。
【０１４０】
　　（付記１１）
　さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状況を取得し、
　同一の前記放送局情報に複数の前記物理チャンネルが対応しているとき、前記受信状況
が最良の前記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号に割り当てる
　ことを特徴とする付記８から付記１０のいずれかに記載の放送受信方法。
【０１４１】
　　（付記１２）
　さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状況を取得し、
　前記条件は、前記受信状況が最良の前記物理チャンネルを優先する旨である
　ことを特徴とする付記８あるいは付記９に記載の放送受信方法。
【０１４２】
　　（付記１３）
　前記プリセット記憶部に記憶された前記プリセット関係が複数あるとき、前記プリセッ
ト関係のうちの一つを前記利用者に選択させ、
　前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記物理チャンネルの
前記放送波を受信する際、前記選択された前記プリセット関係を使用する
　ことを特徴とする付記８から付記１２のいずれかに記載の放送受信方法。
【０１４３】
　　（付記１４）
　前記利用者を撮影し、
　前記プリセット記憶部に記憶された前記プリセット関係が複数あるとき、前記撮影され
た前記利用者を特定し、
　前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記物理チャンネルの
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前記放送波を受信する際、前記特定した前記利用者に紐づけられた前記プリセット関係を
使用する
　ことを特徴とする付記８から付記１２のいずれかに記載の放送受信方法。
【０１４４】
　　（付記１５）
　コンピュータに、
　放送波を受信する受信機能と、
　前記放送波から前記放送波を送信する放送局の情報である放送局情報を取得して、受信
可能な前記放送波の物理チャンネルと前記放送局情報との対応関係を生成するチャンネル
スキャン機能と、
　条件の設定を受け付ける条件設定機能と、
　前記放送波を受信可能な前記物理チャンネルを各プリセット番号に割り当てる際に、前
記設定された前記条件に合致する前記放送局の前記物理チャンネルを優先して前記プリセ
ット番号に割り当て、前記プリセット番号と前記物理チャンネルとのプリセット関係をプ
リセット記憶部に記憶させるプリセット割当機能と、
　利用者の選局操作を受け付け、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当
てられた前記物理チャンネルの前記放送波を前記受信機能に受信させる選局機能と
　を実現させることを特徴とする放送受信プログラム。
【０１４５】
　　（付記１６）
　前記放送局情報は、リモコンキーＩＤ（identification）および前記放送局を特定可能
な放送局識別情報を含み、
　前記プリセット割当機能は、同一の前記リモコンキーＩＤに複数の前記放送局識別情報
が対応しているとき、前記条件に合致する前記放送局識別情報に対応する前記物理チャン
ネルを優先して前記リモコンキーＩＤと同一の前記プリセット番号に割り当てる
　ことを特徴とする付記１５に記載の放送受信プログラム。
【０１４６】
　　（付記１７）
　前記条件は、地域、ジャンル、系列局情報の少なくともいずれか一つについてである
　ことを特徴とする付記１５あるいは付記１６に記載の放送受信プログラム。
【０１４７】
　　（付記１８）
　前記チャンネルスキャン機能は、さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状
況を取得し、
　前記プリセット割当機能は、同一の前記放送局情報に複数の前記物理チャンネルが対応
しているとき、前記受信状況が最良の前記物理チャンネルを優先して前記プリセット番号
に割り当てる
　ことを特徴とする付記１５から付記１７のいずれかに記載の放送受信プログラム。
【０１４８】
　　（付記１９）
　前記チャンネルスキャン機能は、さらに、各前記物理チャンネルの前記放送波の受信状
況を取得し、
　前記条件は、前記受信状況が最良の前記物理チャンネルを優先する旨である
　ことを特徴とする付記１５あるいは付記１６のいずれかに記載の放送受信プログラム。
【０１４９】
　　（付記２０）
　前記プリセット記憶部に記憶された前記プリセット関係が複数あるとき、前記プリセッ
ト関係のうちの一つを前記利用者に選択させるプリセット選択機能
　をコンピュータにさらに実現させ、
　前記選局機能は、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記
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ット関係を使用する
　ことを特徴とする付記１５から付記１９のいずれかに記載の放送受信プログラム。
【０１５０】
　　（付記２１）
　前記利用者を撮影する撮像機能と、
　前記プリセット記憶部に記憶された前記プリセット関係が複数あるとき、前記撮影され
た前記利用者を特定するプリセット選択機能と
　をコンピュータにさらに実現させ、
　前記選局機能は、前記選局操作で選択された前記プリセット番号に割り当てられた前記
物理チャンネルの前記放送波を前記受信機能に受信させる際、前記特定した前記利用者に
紐づけられた前記プリセット関係を使用する
　ことを特徴とする付記１５から付記１９のいずれかに記載の放送受信プログラム。
【符号の説明】
【０１５１】
　１０、２０、３０　　放送受信装置
　１１　　受信部
　１２　　チャンネルスキャン部
　１３　　条件設定部
　１４　　プリセット割当部
　１５　　プリセット記憶部
　１６　　選局部
　２７　　プリセット選択部
　３８　　撮像部
　５０　　情報処理装置
　５１　　通信インタフェース
　５２　　入出力インタフェース
　５３　　演算装置
　５４　　記憶装置
　５５　　不揮発性記憶装置
　５６　　ドライブ装置
　５７　　記録媒体
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